
地域における看護職等の連携シンポジウム で報告

日時：平成31年1月19日（土）
場所：北海道看護協会 2階大講堂

訪問看護ステーション出向支援事業のとりくみ

医療法人北辰会恵み野訪問看護ステーション「はあと」 所長 樋口 秋緒

医療法人社団我汝会 えにわ病院 看護部長 三浦 眞優美

赤間 真沙美 今野 枝里子 竹田 弥生

シンポジウム参加者：192名

出向者は、毎日4件の訪問を実施した。
サービスを使うと患者自身のできる範囲が広がることがわかった。 他職種との連携が勉強になった。
今までは、自宅退院の前にリハビリ施設等ワンクッションがあったが、サービスを利用し在宅へつなげられるのでは
ないかと考えた。 退院前カンファレンスをもっと活用したい。

訪問STは、指導で大変なことはなかった。 今までは、MSWからの介入があったが、これからは直接看護師との
連携ができると思う。 病棟から呼ばれたら行きますと伝えた。

参加者からは、病棟看護師は退院支援の具体的な内容がわからない。連携室任せになっている状況。
病棟看護師が在宅での取り組み、自宅の状況を知る機会になるので今後ともすすめてほしい。
等意見が合った。


